
元気いっぱい 福は内

１日１回投票をお願いします

　市内各保育所で節分の行事が行われました。節分にまつわ
る話を聞いたり歌ったりした中央第二保育所の園児たちは、
大きな声で豆まきをして福を呼び込みました。

（２月２日／中央第二保育所）

旭市津波避難訓練･･･････････････････････２
旭市地域公共交通網形成計画（素案）への
意見を募集します･･･････････････････････３
ヘルプマークを知っていますか？･････････４

トピックス節分　豆まき
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このまちが
もっと好きになる



【別表】旭市津波避難訓練対象地区一覧

小学校区 地区名

飯岡小

永井岡・東町・西上町・西下町・横根東浜・
本町・川端町・小網町・広網町・大崎町・
八軒町・並木町・飯岡岡・行内・平松岡・
平松浜・横根岡・横根西浜・萩園（市営萩園
住宅を含む）・双葉町

三川小 曽根・目那・犬林・上宿・後・下宿・浜・
県営飯岡団地

矢指小
十日市場浜・椎名内岡・椎名内東町・椎名
内仲町・椎名内西町・東足洗・西足洗岡・
西足洗浜・野中・足川岡・足川浜

富浦小 仁玉岡・仁玉浜・中谷里岡・中谷里浜・川向・
神宮寺岡・神宮寺浜・井戸野浜・駒込浜

豊畑小 井戸野上通り・井戸野中通り・井戸野下通
り・泉川・駒込岡・大塚原

中央小 十日市場岡

※�10mの津波が襲来した場合に、予想される市内の浸水範囲に
含まれる地区とその周辺を想定しています。

緊
急
地
震
速
報
を
聞
い
た
ら

行
動
を

　
緊
急
地
震
速
報
を
聞
い
た
ら
、
姿

勢
を
低
く
し
て
頭
を
守
り
、
揺
れ
が

収
ま
る
ま
で
じ
っ
と
し
て
か
ら
、
避

難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
３
月
４
日

（日）　
午
前
９
時
〜
10
時

30
分

※
荒
天
中
止（
中
止
の
場
合
は
、
午

前
７
時
30
分
に
防
災
行
政
無
線
で

放
送
し
ま
す
）

避
難
場
所

●
飯
岡
小
学
校
区

　
飯
岡
小
、
飯
岡
中
、
上
永
井
公
園
、

下
永
井
団
地
、
双
葉
団
地
Ａ
、
塙
地

先
の
高
台
、
横
根
地
先
の
高
台
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
、
い
い
お
か
潮
騒
ホ

テ
ル
、
い
い
お
か
保
育
所

●
三
川
小
学
校
区

　
三
川
小
、
三
川
地
先
の
高
台
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー

●
矢
指
小
学
校
区

　
矢
指
小
、
旭
中
央
病
院
附
属
看
護

専
門
学
校
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー

●
富
浦
小
学
校
区

　
富
浦
小
、
一
中
、
か
ん
ぽ
の
宿
旭
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー

●
そ
の
ほ
か

　
豊
畑
小
、
中
央
小
、
二
中
、
海
上

公
民
館

対
象
地
区

　
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
地
区
外

の
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

主
な
訓
練
内
容

●
避
難
訓
練

①
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
：
防
災
行

政
無
線
の
緊
急
地
震
速
報
を
聞
い

た
ら
、
直
ち
に
姿
勢
を
低
く
、
頭

を
守
り
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
２

分
程
度
じ
っ
と
し
、
地
震
か
ら
身

を
守
る
行
動
を
取
る
。

②
津
波
避
難
訓
練
：
地
震
に
よ
る
大

津
波
警
報
が
防
災
行
政
無
線
か
ら

放
送
さ
れ
た
ら
、
30
分
以
内
に
近

く
の
避
難
場
所
に
避
難
す
る
。

●
救
命
・
救
急
訓
練

　
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
い
方
、
応
急
処
置
な
ど
を
学
ぶ
。

●
食
料
供
給
訓
練

　
備
蓄
食
料
の
配
給
を
行
う
。

※
救
命
・
救
急
訓
練
と
食
料
供
給
訓

練
は
、
飯
岡
小
・
三
川
小
・
矢
指

小
・
富
浦
小
・
飯
岡
中
で
実
施
し

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り

災
害
に
備
え
よ
う

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防

な
ど
の
公
的
防
災
機
関
に
よ
る
救
助

が
困
難
に
な
る
た
め
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
に
よ
る
自
助
・
共
助
が
と
て

も
重
要
で
す
。

●
自
主
防
災
組
織
と
は

　
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
、
と
い
う
意
識
に

基
づ
き
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う

組
織
で
、
主
に
区
や
自
治
会
な
ど
の

規
模
で
結
成
し
運
営
を
行
う
も
の
。

●
市
か
ら
の
補
助
金

　
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
と
、

主
催
す
る
研
修
会
や
防
災
訓
練
、
防

災
用
資
機
材
な
ど
の
購
入
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
の
活
動

に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班　
　

☎
62
‐
５
３
１
１

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
７
年
が
経
過
し
ま
す
。

市
で
は
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

大
津
波
の
襲
来
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
慌
て
ず
に
的
確
な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、

家
族
や
近
所
の
人
た
ち
と
そ
ろ
っ
て
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

３
月
４
日
（日）

旭
市
津
波
避
難
訓
練

2広報あさひ　2018.2.15



市
で
は
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す
る
た
め

「
旭
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
こ
の
計
画
の
素
案
を
ま
と
め
た
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

市
で
は
農
業
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

平
成
29
〜
31
年
度
に
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
な
ど
の
受
け
付
け
は
、

３
月
30
日
ま
で
で
、
そ
の
後
一
時
中
断
し
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
と
は

　
電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

移
動
手
段
は
、
自
立
し
た
生
活
を
営

む
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
地
域
公
共
交
通
の
現

状
や
問
題
点
、
課
題
の
整
理
を
踏
ま

え
て
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

体
を
一
体
的
に
形
づ
く
り
、
持
続
さ

せ
る
た
め
、
地
域
全
体
の
公
共
交
通

の
在
り
方
を
定
め
る
も
の
で
す
。

意
見
を
募
集
し
ま
す

意
見
の
募
集
内
容
／
旭
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画（
素
案
）

提
出
で
き
る
人
／
●
市
内
に
住
所
が

あ
る
人　
●
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
が
あ
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
ほ
か

の
団
体　
●
市
内
に
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
人　
●
募
集
す
る
内
容
に
直

接
的
な
利
害
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

計
画
の
閲
覧
場
所
と
意
見
の
記
入
用

紙
の
配
付
場
所
／
●
企
画
政
策
課　

●
各
支
所
住
民
室

ま
も
な
く
中
断
、申
請
忘
れ
ず
に

締
め
切
り
／
３
月
30
日

（金）

受
付
場
所
／
農
水
産
課
農
業
基
盤
整

備
班

※
編
入
、
用
途
変
更
も
同
様
で
す
。

申
請
の
受
け
付
け
再
開
は

　
全
体
見
直
し
後
の
除
外
申
請
な
ど

の
手
続
き
は
、
平
成
31
年
９
月
２
日

（月）
か
ら
受
け
付
け
、
９
月
30
日

（月）
の

締
め
切
り
を
目
処
に
再
開
す
る
予
定

で
す
。

　
全
体
見
直
し
の
状
況
に
よ
っ
て
、

再
開
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
と
は

　
旭
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
で

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
の
た
め

に
利
用
し
て
い
く
べ
き
土
地
を
、
農

用
地
区
域
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

通
常
こ
の
区
域
で
は
、
宅
地
の
造
成
、

建
物
の
設
置
な
ど
、
農
業
以
外
の
目

的
の
開
発
行
為
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
っ
て
開

発
行
為
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

事
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
機
具
倉
庫
や
畜
舎
な
ど
、
農
業

上
必
要
な
施
設
で
あ
っ
て
も
、
農
業

用
施
設
用
地
に
用
途
変
更
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
先

農
水
産
課
農
業
基
盤
整
備
班　
　

☎
68
‐
１
１
７
３

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
／
２
月
20
日

（火）
〜
３
月
６

日
（火） 

提
出
方
法
／
記
入
用
紙
に
必
要
事
項

と
意
見
を
記
入
し
、
企
画
政
策
課
に

持
参
す
る
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
電
話
で
の
意
見
や
、
匿
名
で
の
意

見
の
受
け
付
け
、
提
出
さ
れ
た
意
見

の
原
稿
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

意
見
に
対
す
る
回
答
／
受
け
付
け
し

た
意
見
に
は
市
の
考
え
方
を
付
し
て
、

個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
２
８
９
‐
２
５
９
５

旭
市
二
の
１
９
２
０

企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

☎
62
‐
５
３
０
７

d 

63
‐
４
９
４
６

kikaku@
city.asahi.lg.jp

旭
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
素
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

旭
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し
を
実
施

よ
り
よ
い
地
域
公
共
交
通
の
実
現
の
た
め
に

除
外
申
請
な
ど
は
３
月
30
日
（金）
ま
で
に
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　旭市国民健康保険に加入している人の疾病予防や、健康
づくりの基本的な指針となる計画の素案をまとめたので、
皆さんからの意見を募集します。

意見募集
意見の募集内容／旭市国民健康保険第三期特定健康診査等
実施計画・第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）の
素案
提出できる人／●市内に住所がある人　●市内に事務所・
事業所がある個人や法人そのほかの団体　●市内に通勤ま
たは通学している人　●募集内容に直接的な利害関係があ
ると認められる人
計画の閲覧場所と意見の記入用紙の配布場所／保険年金
課、各支所住民室　※市のホームページからもダウンロー

ドできます。
募集期間／２月15日（木）〜28日（水）
提出方法／記入用紙に必要事項と意見を記入し、保険年金
課に持参するか、郵送、ファクス、メールのいずれかで提
出してください。電話での意見や、匿名での意見の受け付
け、提出された意見の原稿返却は行いません。
意見に対する回答／受け付けした意見には市の考え方を付
して、個人が特定できないようにし、ホームページで公表
します。個別には回答しません。

提出・問い合わせ先
〒289-2595　旭市ニの1920
保険年金課国民健康保険班（☎62-5401、FAX62-5385、

 kokuho@city.asahi.lg.jp）

皆さんの意見を募集します

　市では旭市ふるさと応援寄付事業（ふるさと納税）を行っ
ています。帰省中の家族や友人に紹介したり、返礼品を提
供したりして旭の魅力を全国に発信してみませんか。

旭市のふるさと納税
　生まれ育ったふるさとや地域を大切にしたいという気持
ちを、寄付金という形にするものです。ふるさと納税では
2,000円を超える寄付をすると、限度額内で住民税や所得
税から寄付金額分が控除されます。
　市では市外に住んでいる人を対象に、１件１万円以上寄
付すると返礼品として特産品や体験券などを贈っていま
す。寄付金の使い道も選ぶことができるので、思いがまち
づくりに反映されます。
返礼品を提供する事業者を募集
　旭の特色を生かした自慢の品で、旭市とあなたの返礼品
を全国にＰＲしませんか。
対象／●市内に事業所や店舗、工場などがある法人　●市
内の団体や個人事業者
特産品などの例／加工品や製造品、宿泊券や体験ツアーな
どのサービスの提供
※旭市の返礼品は、ふるさと納税

ポータルサイト「ふるさとチョイ
ス」のホームページで見ることが
できます。

申し込み・問い合わせ先
企画政策課政策推進班（☎62-5367）

ヘルプマークを知って
いますか？

ふるさと納税で
旭市を応援しませんか

　ヘルプマークは援助を必要としている人などが携帯し、
必要な支援や配慮を周囲に知らせるマークです。かばんな
どに取り付けることができるストラップ型と、携帯できる
カード型のものを社会福祉課で配布しています。

どんな人が持っているの
●認知症や妊娠初期など、外見からは支援を必要としてい

ることが分かりにくい人
●視覚、聴覚障害者など、周囲の状況把握が難しい人
●義足や人工関節を使用している人
ヘルプマークを持つ人を見掛けたら
　ヘルプマークの裏面には、周囲に伝えたい情報や手助け
をしてほしいことが記入してあります。
●電車やバスでは座席を譲りましょう。
●災害時などは安全に避難できるよう支援しましょう。

問い合わせ先
社会福祉課障害福祉班（☎62-5351）

気付いてください ヘルプのサイン市外の家族や友人に紹介を

ストラップ型のヘルプマーク
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のある時間になりました。
　11月16日、17日には中城村の交流団が旭市を訪れ、
旭市防災資料館や刑部岬の見学を通し、旭市について学
びました。感謝の気持ちを込めておもてなしした歓迎交
流会や、矢指小での児童交流会では、互いに再会を喜び
合い、両市村の絆を一層深めることができました。
　短い時間でしたが、多くのことを肌で学んだ子どもた
ちが、今後の両市村の架け橋となる人材に成長してくれ
ることを期待します。

第20回　沖縄交流事業
沖縄県中

な か

城
ぐすく

村との交流を通した人材育成
　沖縄県の児童との交流・体験学習を通じて、沖縄の歴
史や文化・自然を学び、豊かな人間性と社会性を養うと
ともに、視野の広い人材を育成することを目的として、
平成10年度に旧飯岡町教育委員会によって、沖縄交流
事業が始まりました。以来毎年、両市村小学校児童の相
互訪問（交流会）や体験学習を実施してきました。現在で
はこれまでの交流事業を踏まえ、さらに交流の輪を広げ
るため、姉妹都市としての提携を結んでいます。

深まる友好の絆
　旭市の合併後、市内の小学校３校ずつを単位として行
われてきたこの事業も、今年度で12年目を迎えました。
中央小、富浦小、矢指小の５年生児童20人が、旭市の
代表として親善大使を務めました。
　今年度は６月29日から７月１日にかけて沖縄県を訪
問し、平和祈念資料館や中城城跡、首里城などの見学を
通して、沖縄の歴史や文化、自然を学んできました。歓
迎交流会や中城村立中城南小で行われた児童交流会で
は、中城村の皆さんから熱烈な歓迎を受けました。交流
会は参加した児童が最も楽しみにしていたもので、初め
て会った子どもたち同士とは思えない、和やかで深まり 守礼門前で記念撮影

　私の通っている豊畑小学校には、いろいろな行事があ
ります。運動会やマラソン大会、なわとび大会などがあ
ります。その中でも私が好きな行事は、田植え、稲刈り、
餅つき大会です。
　５月に学校の近くにある水田で田植えをします。６年
生は１年生と、５年生は２年生というふうに、学年の隔
てなく、みんなでとても楽しく田植えをします。
　そして９月には稲刈りをします。１年生から６年生ま
で楽しく行事に取り組んでいます。普段は使わない鎌を
使って、稲を刈ることは少し緊張します。でも、みんな
で稲刈り後の田んぼを見ると、達成感があります。

　12月には、待ちに待った創立記念フェスティバルが
あります。豊畑小は平成29年度で141歳になります。
フェスティバルには、地元のお囃

は や し

子連の方々に来ていた
だき、演奏してもらいました。他にも児童会による豊畑
小クイズや私たち音楽部による発表をしています。特に
みんなで解く豊畑小クイズは毎年盛り上がります。
　午後からは、餅つき大会です。みんなで植えて、育てて、
刈って、ついたお餅は、毎年とてもおいしいです。きな
こ餅やお雑煮、納豆餅に磯辺餅などいろいろな種類がた
くさんあります。
　私は、自然や行事がたくさんある豊畑小が大好きです。
この伝統ある豊畑小を、つないでいきたいと思います。

旭市教育委員会
庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）

生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

みんなの学校自慢

学びのひろば旭
vol.53

みんなで田植え

豊畑小６年　嶋田 亜
あ

衣
い

子
こ

さん

19第 回

歴史をつなぐ
豊畑小
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I n f o r m a t i o n

ほっと通信 83

もしものときに備えて
「春季総合消防訓練」
日時／２月25日（日）　午前９時30分
〜11時
場所／いいおかユートピアセンター
内容／初期消火、火災防御、救急・救
助訓練　※見学可

消防本部警防課（☎63-5357）

「子ども医療費助成」の対象を拡大
申請を受け付け

　４月１日から子ども医療費助成の対
象を、高校生などまで拡大します。申
請が済んでいない人は早めに申請しま
しょう。

子育て支援課子育て支援班（☎62-
8012）

介護保険料の休日納付窓口

日時／２月25日（日）　午前８時30分
〜午後５時
場所／高齢者福祉課

高齢者福祉課介護保険班（☎62-530
8）

軽自動車の廃車などの手続きは
３月中に！

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の
所有者に課税されます。廃車や譲渡な
ど、所有状況に変更があった人は、必
ず３月中に手続きをしてください。
　手続きをしない場合は、引き続き課
税されますので注意しましょう。

原動機付自転車・小型特殊自動車／
市税務課課税班（☎62-5321）、二輪
車（125cc超）／関東運輸局千葉運輸支
局（☎050-5540-2022）、軽自動車（三
輪以上）／軽自動車検査協会（☎050-
3816-3114）

税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：２月25日（日）　午
前８時30分〜午後５時
●夜間納税窓口：２月26日（月）　午
後８時まで

〈場所〉
税務課

税務課収税班（☎62-5322）

学びの成果を発表
「旭・学び助成金（旭３Ｓ）活動報告会」
日時／２月17日（土）　午後２時〜４
時20分
場所／東総文化会館小ホール
内容／市内12の小・中学校、高校の
児童・生徒が社会貢献活動を報告
入場料／無料

旭・学び助成金（旭３Ｓ）事務局（☎
57-2048・飯岡小・臼倉）

都市計画制度と建築のルールを学び
住みよいまちづくりについて考える

　市民が健康で文化的な生活を営み、
機能的で安全なまちをつくるために、
まちづくりのルールについて説明会を
開催します。
期日・場所／●２月20日（火）：海上公
民館　●２月21日（水）：いいおかユー
トピアセンター　●２月22日（木）：
第二市民会館　●２月23日（金）：干
潟公民館

〈共通事項〉
時間／午後７時〜８時

都市整備課都市計画班（☎62-5355）

　スマートフォンやインターネットが普及し、海外事業
者とのマルチ取引（商品などの買い手を紹介することで、
会員が増えるごとにマージンが入る取引）が簡単になっ
ています。最近ではＳＮＳなどを通じた日本人の勧誘や、
インターネット上の投稿、動画の閲覧から安心して契約
してしまい、海外事業者と思わぬトラブルになったとい
う相談が、国民生活センターに多く寄せられ、消費者庁
が注意を呼び掛けています。

【事例１】
　「スマホ一つで簡単に誰でもできる」「初期費用はかか
るが、すぐにそれ以上に稼げる」と書いてあったので契
約してしまったが、全く儲かる気配がなく、ノルマ達成
のために出費ばかりが増えてしまう。

【事例２】
　トラブル対応窓口に連絡しても日本語での対応がな
く、時間がかかり交渉も非常に難航した。

【事例３】
　クーリングオフ期間だったので解約を申し出たが、海
外事業者なので日本の法律は適用されないなどと主張さ
れ、解約に応じてくれない。
アドバイス
◦海外事業者の場合は、日本語の対応が可能なのか、日

本の法律が適用されるのかなどを事前に確認しましょ
う。

◦必ず儲かるなどの説明は、絶対にうのみにすることな
く、契約内容とリスクを十分認識した上で契約しま
しょう。

◦トラブルになった場合などは、すぐに消費生活セン
ターに相談しましょう。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話

（☎62-8019）

海外マルチ事業者とのトラブルに注意
消費生活センター
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…申し込み　問…問い合わせ

I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーションの
募集・催し物・お知らせなど、暮らしに役立つ情報を届けます。

Recruitment募集〉

市営住宅の入居者

募集期間／２月15日（木）〜28日（水）
※土・日曜日を除く。

〈募集住宅〉
●萩園住宅（萩園1810-2）
　１ＤＫ（41.40㎡）、中層耐火３階建

て、平成25年度建設…１戸　※被災
者を優先。

●香取住宅（鎌数5146）
　３ＤＫ（48.24㎡）、簡易耐火平屋建

て、昭和52年度建設…１戸　※平成
26年度に住宅内で人身事故があっ
た事故住宅です。

●萬歳住宅（櫻井90）
　３ＤＫ（71.40㎡）、木造２階建て、

平成４年度建設…１戸　※単身世帯
は不可。

申し込み方法／財政課や各支所にある
所定の用紙に必要事項を記入し、必要
書類を添えて提出してください。
※申し込み（入居）には一定の条件があ
　ります。

財政課管財営繕班（☎62-5315）

学ぶことで守れる命があります
「第８回上級救命講習会」
　けがの手当てや傷病者の搬送方法を
学ぶことができます。
日時／３月17日（土）　午前９時〜午
後５時　※午前８時45分受け付け開
始
場所／総合体育館サブアリーナ
対象／普通救命講習を修了した人　
※上級救命講習会の受講歴がない人を
優先します。
定員／30人
費用／無料
申込期間／２月15日（木）〜３月４日

（日）
申し込み方法／消防署・各分署にある
申請書に必要事項を記入し、普通救命
講習修了書を添えて申し込んでくださ
い。 ※申請書は市ホームページから
もダウンロードできます。

消防署救急班（☎63-0119）

第二市民会館講座
「簡単！ スウィーツ作り」
日時／３月15日（木）　午前10時〜午
後１時
場所／第二市民会館
対象／20歳以上の人
定員／20人（先着順）
費用／1,000円（材料費）
申し込み方法／第二市民会館に直接費
用を添えて申し込んでください。

第二市民会館（☎63-8755）

よしもと芸人が司会進行
「恋活Party ４」
日時／３月３日（土）　午後１時〜４時
場所／旭市内　※参加者に後日案内し
ます。
対象／20歳以上の独身の人　※男性
は会員に限る。
定員／30人（男女各15人）　※定員を
超えた場合は抽選。
参加費／男性2,000円、女性1,000円
※軽食代含む
申込期限／２月22日（木）　午前10時
最少催行人数／16人（男女各８人）
申し込み方法／タイトルを「恋活４」と
し、住所、氏名（ふりがな）、性別、生
年月日（年齢）、携帯番号をメールで知
らせてください。

旭市出会いコンシェルジュ事務局
（☎62-5396・ deai-con@city.asa 
hi.chiba.jp・市民生活課市民生活支援
班内）

Informationお知らせ〉
「こころ」と「いのち」と「おかね」
の無料相談会

日時／２月25日（日）　午前10時〜午
後４時
場所／第二市民会館

千葉司法書士会（☎043-246-2666）

市図書館は
蔵書点検のため休館

期間／２月22日（木）〜27日（火）
対象施設／市図書館

市図書館（☎62-2560）

都市計画と畜場（千葉県食肉公社）の
変更計画案を縦覧

　千葉県食肉公社の設備を改修するた
め、計画区域と面積の変更について計
画案の縦覧を行います。
縦覧期間／２月15日（木）〜３月１日

（木）　午前８時30分〜午後５時
※土・日曜日を除く。
縦覧場所／都市整備課
意見書の提出
資格／市内に在住の人、利害関係者
方法／都市整備課にある意見書に必要
事項を記入し、持参するか郵送してく
ださい。
提出期限／３月１日（木）　消印有効
※計画案と意見書は市のホームページ

からダウンロードできます。
〒289-2595　旭市ニの1920　

都市整備課都市計画班（☎62-5355）

火の用心 ことばを形に 習慣に
「春の火災予防運動」
　３月１日（木）から７日（水）は、春の
火災予防運動期間です。春先は空気が
乾燥し、火災が発生しやすい季節です。
就寝前や出掛ける前には、火の元を確
かめましょう。住宅用火災警報器の取
り付けがまだ済んでいない家庭は、早
めに取り付けましょう。
防火ポスター展を開催
　火災予防運動に併せ、小中学生を対
象としたポスター展を開催します。
期間／２月17日（土）〜25日（日）
※優秀作品は、２月28日（水）から３
月９日（金）まで市役所本庁舎ロビーに
展示します。
場所／●旭地域：東総文化会館　●海
上地域：海上公民館　●飯岡地域：い
いおかユートピアセンター　●干潟地
域：干潟公民館

消防本部予防課（☎63-5356）

謎解き宝探しイベント
「リアル宝探しトレジャーマップ」
日時／２月25日(日)　午前10時〜午
後１時　※荒天中止
場所／いいおかみなと公園
参加費／無料

旭市観光物産協会（☎62-7537）

広報あさひ　2018.2.157



　カブは秋から冬にかけてが旬の野菜です。ダイコンに似ています
が、甘みが強くなめらかな食感が特徴です。サラダやあえ物、漬け
物などにすると程よい歯ごたえが味わえ、煮物や汁物では軟らかい
食感と優しい甘さが引き立ち、いろいろな味わいが楽しめます。

【２月１日現在】		  前月比　
　人　口	 66,399人　	 （▲32人）
　　男	 32,696人　	 （▲6人）
　　女	 33,703人　	 （▲26人）
　世帯数	 25,900世帯	（＋16世帯）

人のうごき
【１月の移動】
　転入 152人　 出生 36人
　転出 148人　 死亡 72人

火災
【１月】　　　   平成30年の累計
　建物火災	 1件	（1件）
　そのほかの火災	1件	（1件）

交通事故
【１月】　　  平成30年の累計
　事故件数	156件	　（156件）
　死亡者数	 0人	　　 （0人）

平成30年２月15日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

A
問旭市保健推進員協議会（☎63-8766・健康管理課
予防班内）

データシート

旭産
おいしく食べよう

簡単・ヘルシーレシピ

VOL.97 カブと柿の納豆あえ
①�カブと柿は洗った後、食べやすく薄切りにし、水

気を切っておく。
②�カニかまぼこを刻み、納豆とＡを混ぜ合わせてお

く（ひき割り納豆だと混ぜやすい）。
③�②に①を加えて混ぜ合わせ、15分ほど置いて味

をなじませる。

作り方

材料 （４人分）

カブ（またはダイコン）
　････････････････ ２〜３個
柿････････････････････ １個
納豆････････････ 1/2パック
カニかまぼこ･･････････ ２本
　酢･･････････････ 大さじ５
　砂糖･･････････ 大さじ１強
　しょうゆ････････ 小さじ１
　キムチの素･･････ 小さじ１

サークル仲
な か

間
ま

vol.23

同時に使えるので、心も体も健康になります。２時間の活
動を終えるとすがすがしい気持ちになり、ぼけ防止にも最
適だと思います。お互いに相手を思いやらなければうまく
踊れないのもいいところ。仲間と力を合わせて、発表会と
いう共通の目標に向けて頑張っています。
　興味を持った人は見学に来てみませんか。初めての人で
も、昔踊ったことがある人でも大歓迎。特に男性が少ない
ので１度足を運んでみてはいかがですか。

ソシアルダンス旭は、市民会館で活動するメンバー13
人のサークルです。市内で行われる文化祭と合同発

表会、敬老大会の年３回の発表に向け練習しています。
　ソシアルダンスとは社交ダンスのことで、社交の場や競
技としてペアで踊るダンス。大きく分けてスタンダードと
ラテンの２つのジャンルがあります。日本での競技人口は
2014年現在で約160万人と世界１位を誇り、最近では芸
能人が世界選手権に挑戦するテレビ番組が放送されるな
ど、盛り上がりを見せています。
　ソシアルダンスは音楽も素敵で、曲に合わせて自然と体
が動きます。始めてから友達もでき、毎週会えることが楽
しみになりました。振り付けを覚えて踊ることは頭と体を

市内にあるさまざまなサークルのイキイキとした活動を紹介します。

楽しみながらダンスを踊る

みんな
が主役

！

相手を思いやり踊る 「ソシアルダンス旭」

活動場所／市民会館
活動日／毎週水曜日
　　　　午前10時〜正午

サークルデータ

１人分の栄養価　エネルギー80kcal、塩分0.5ｇ


